
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC ７月第 ４例会 (2014.7.22) №3049 

 

(1) ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱 

(2) 高橋 秀樹会長挨拶 

 本日はかくも多くのお客様とともに特別の例会をもつこ

とができまして、まことに嬉しく存じます。先ず前橋ロー

タリークラブさまからは、25 名もの方々においでいただき、

たいへんありがとうございます。そして、新潟ロータリー

クラブのロータリーファミリーのみなさまからも多数のご

参加を頂きました。例会終了後には、親睦委員会による合

同納涼会へと進む予定です。さて、それでは本日の会長挨

拶です。 
 現在、前橋ロータリークラブと新潟ロータリークラブに

は、共通の課題があります。それは、今年度の国際ロータ

リー会長、ゲイリーＣ.Ｋ.ホァン氏が、ＲＩ会長メッセー

ジで訴えた重点事項、すなわち会員増強であります。会員

130 万人を目標として、世界中のロータリークラブが努力

を重ねているところであり、当 2560 地区でも各クラブ純

増 10％という地区目標が掲げられました。 
この点で、前橋ロータリークラブ様のご発展はまことに

目覚ましく、本日 7 月 22 日に新たに 3 名ご入会により、

会員数 115 名になったとのこと、心よりお祝い申し上げま

す。新潟ロータリークラブはまだ 100 名に達しておりませ

んが、山本直前会長の年度では着実に純増を重ね、今年度

も、第 2560 地区全体にわたって会員増強に取り組んでこ

られた石本パストガバナーを副会長とし、竹石会長エレク

ト、相澤会員増強委員長を軸として、鋭意取り組んでいる

ところであります。友好クラブである前橋ロータリークラ

ブ様のご発展は、大いに我がクラブの励みとなるところで

す。 
しかし、日本全体を見るとき、ロータリアン数は減少傾

向にあります。山本直前会長が詳しく分析しましたように、

このまま減少傾向が続きますと、理屈の上ではあと 30 年

で日本からロータリアンがいなくなることになるようです。

実際に、我が第 2560 地区では、昨年度ついに終結したク

ラブが出現し、2560 地区のクラブ数は、57 から 56 になり

ました。このような状況で最近特に印象に残ったことがあ

りましたので、それを少しお話しさせて頂きたいと思いま

す。 
数か月前になりますが、とあるクラブで周年記念の例会

があり、当クラブに案内が来ました。あいにく会長も副会 

長もご都合があわず、当時会長エレクトだった私が出席し

ました。会員数が少ないクラブでしたので、どんな例会に

なるのだろう思いながら出かけたのですが、会場に到着し

て驚きました。ゆうに 100 名を超えるゲストが集まった、

大変盛大な例会だったのです。 
多数のゲストを前に、会員が自ら舞台に立って、いくつ

かのアトラクションが演じられ、場内が大いに沸きました。

たいへん良い雰囲気の中、会場を移して懇親会が始まり、

会長さんからのご挨拶がありました。 
年度に先だって会長職の話があったとき、とても悩んだ

そうです。会長職を引き受ければ、周年事業を行うかどう

か決断しなければならなくなる、そして行うとしたらどん

なふうに進めていけばよいかいろいろと大変になるだろう、

と考えざるをえなかったとのことでした。結論としては、

会長職を引き受け、周年事業を行うことにしたそうですが、

最初はもっとつつましいものにしようと考え、日ごろ親し

くしている他のクラブに相談したそうです。 
そうしたところ、そのクラブから、やる以上は盛大に堂々

とやるべきだ、できるかぎりの支援をしよう、と励まされ

たそうです。その結果、先に述べましたような盛大な記念

例会となり、そしてまた実際に、アトラクションの出演者

には、相談にのったクラブの会員も含まれており、息の合

ったパフォーマンスで会場を楽しませてくれたのでした。 
 このような事情を聞いているうちに、私は先ず自分の気

持ちが恥ずかしくなりました。はっきり自覚していたわけ

ではありませんが、会員数の点で比較的恵まれているクラ

ブの一員としての奢りが、自分のどこかにあるのではない

かという気がしてきたからです。 
そして次に、そのクラブと、会長さんが相談したクラブ

の素晴らしさを強く感じました。会員数が僅かでも盛大な

周年例会を行ったそのクラブは、周囲のクラブから愛され、

大切にされていて、苦しい時には相談することのできるク

ラブがあるということであります。また他方、相談された

クラブの側については、そのクラブを頼ってくるクラブが

あり、相談された時には実際にそれに応え、励まし、支援

することのできる頼りがいのあるクラブである、というこ

とです。どちらをも、大いに見習いたいものです。 
 もちろん、各クラブには、それぞれの事情があり、経緯

がありますから、単純に比較できるものではありません。 
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しかし、クラブの健やかな発展のためには、会員数の発展

と共に、他クラブや様々なロータリーファミリーとの良き

関係の発展も、必要欠くべからざるエッセンスであり、力

強く前進していくための両輪であることに変わりはないの

ではないでしょうか。 
 このようなことをつらつらと思っておりました今日この

頃、多くのゲスト、ビジターの方々をお迎えしての本日の

例会、納涼会の催しとなりましたことは、まことに喜ばし

いことでございます。そして、前橋ロータリークラブ様と

新潟ロータリークラブも、互いにすばらしいところを讃え

あって、また、辛い時には励まし合いつつ、それぞれのク

ラブの将来を切り拓いていくような、美しい友好関係が、

末長く続くことを願って止みません。本日の会を、本年度

の様々な友好行事のキックオフとして、大いに盛り上げて

参りましょう。 
以上、前橋ロータリークラブ様のご発展を称え、お祝い

を申し上げますとともに、さまざまなロータリーファミリ

ーに囲まれつつ、前橋ロータリークラブと新潟ロータリー

クラブの友好が、末長く、美しく続くことを祈念いたしま

して、会長挨拶とさせて頂きます。 

(3) ビジター・ゲストの紹介 

・松本英明君（浪江RC） 

・前橋クラブ会員１７名ご家族８名 

・新潟RCご家族７名、元会員１名 

(4) 前橋RC 会長 都丸 和俊君挨拶 

(5) ニコニコボックス紹介 

・前橋RC 会長 都丸 和俊君 新潟クラブとの友好訪問、

今年も楽しみに来ました。ゴルフ、野球と共に今日も楽しん

で帰りたいと思います。どうぞ、よろしく お願い致します。 

・高橋 秀樹会長、安藤 栄寿幹事 前橋ロータリークラブ

の方々をはじめ多くのお客様を歓迎してﾆｺﾆｺいたします。 

 

2014年前橋・新潟ＲＣ合同納涼例会懇親会 

16：00 親睦委員会イタリア軒集合 

16：30 受付準備完了 

16：50 前橋ＲＣ イタリア軒到着 

17：00 受付開始 

17：30 例会開始 高橋会長 点鐘 

18：00 乾杯 前橋ＲＣ代表。本田博己直前 G,副 G 

18：10 古町芸妓「相川音頭」   10 分～18：20 

18：40（前後）ハワイアンフラ   20 分～19：00 

19：20 前橋コーラス     10 分～19：30 

19：35 歌声合唱       15 分～19：50 

20：00 中締め 新潟ＲＣ・横山パストガバナー 

20：05 手に手・合唱 

20：10 閉会 

20：20 前橋ＲＣ見送り：解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 本日の出席率 ６３．９６  ％ 

(2週間前メーク後 ８８．７７  %) 

 

７月２９日の例会予定 

卓話「美術館は行きにくい？」 

新潟市新津美術館 館長 横山秀樹氏 
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